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JAL解雇撤回「愛知の会」では６月を集中行動月とし

て取り組みを行いました。 

 ６月９日には、建交労谷藤書記長、国労名古屋地本伊

藤書記長、検数労連の吉井委員長の３名で、JAL支店要

請を行いました。 

 中部空港、セントレア内の事業所は中部支店と称して

おり、要請の趣旨を述べ、要請書を手渡しました。 

 午後は名古屋市、栄のジャルセールス名古屋営業所へ

回り、早期解決への要請文を手渡すことができました。 

 

 

 

 

 ６月１２日は３か月に一度の集中行動日です。東京か

ら３名の原告も名古屋駅近くの国労名古屋地本事務所

に集合し、弁護士オルグに出発しました。 

 裁判の原告代理人として名前を連ねている弁護士も

多いことから、現状の報告、支える会への加入促進、植

木社長宛てハガキの買取りなどを目的に３か所にわか

れ、以下の法律事務所に伺いました。 

・名古屋法律事務所 

・名古屋法律・みなと事務所 

・南部法律事務所 

・南部法律・平針事務所 

・名古屋北法律事務所 

・名古屋北法律・千種事務所 

・名古屋第一法律事務所 

・名古屋共同法律事務所 

・金山総合法律事務所 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・名古屋中央法律時事務所 

・鶴舞法律事務所 

・若松法律事務所 

・小野万里子法律事務所 

・野呂汎法律事務所 

・大脇雅子法律事務所 

・岩井羊一法律事務所 

・リブレ法律・名古屋事務所 

・水野幹男法律事務所 

・高畑アクセス法律事務所 

・守山法律事務所 

合計で１２２枚のハガキを買い上げていただきました。 

法律事務所に特化したオルグは初めてでしたが、暖かく

激励され、裁判は終了しても弁護士の皆さんは一緒に闘

ってくれているということを実感しました。 

 

 

 

午後１時から約４時間にわたる、弁護士オルグの終了

後、休む暇もなく、愛知の会のメンバーと原告は５時か

ら名古屋駅前で街宣活動を元気に行いました。 
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愛知の会「6月は勝負の時だ！」 

JAL支店要請行動 

弁護士事務所オルグ 
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金曜日の午後５時ということもあり、名古屋駅前は大勢

の人が忙しそうにとおりぬけていきます。 

その中でも通行人の耳目を奪ったのが、うたごえの皆

さんの合唱でした。 

 

 

 

ギターの伴奏つきで「あの空へ帰ろう」を原告とともに

合唱してくださり、また、今年１１月に予定されている

「うたごえ全国大会」のテーマソングも披露するなど、 

注目度抜群でした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

ビラを配っ

ていると、わざ

わざ名刺をだ

してはなしか

けてきた男性

３人連れの方

がいらっしゃ

いました。 

見ると東京土建の方々で、「東京でも応援しています

よ。今日は出張で名古屋に来たけど、がんばってますね」

といううれしい出会いもありました。４５分ほどの行動

でしたが、３０名ほどで５００枚を撒き切ることができ

ました。 

 

 

 

 

 

 

 

 名古屋駅前での街宣終了後、一同は名古屋駅から徒歩

５分のウインク愛知に移動しました。いよいよ、本日の

メインイベント、労働講座、学習決起集会です。 

 

 

 

午後６時半から、各組合の執行委員や弁護士、支援し

てくださる方々が次々に会場にはいられ、４８名が参加

しました。 

東京から原告弁護団の安原弁護士がかけつけ、この最

高裁の決定の理不尽さとこれからの闘いについての展

望が語られました。 

「職場の人材流失がはげしい。このことは、会社は裁

判では勝ったかもしれないが、社内では負けたというこ

とです。パイロットや客室乗務員がいなくては便がはれ

ない。これは JALがかつて経験したことがないこと。未

曾有の危機といえるでしょう。ILOの勧告も今月でなけ

れば、秋には出されるでしょうし、国内をみても愛知の

会のように、支援の輪がひろがっており、厳しい社会的

な批判をあびることになる。CCUの現役がマタニティハ

ラスメント訴訟を起こしたり、職場の内圧、社会の外圧

を強めることが、解決の道と言える」。 

約１時間の講演のあと、意見交換タイムとなり活発な

討論がありました。 

その後、地元愛知のもとむら衆議院議員が国会終了後

駆けつけてくださり国土交通委員としての働きかけと

国会の情勢を話してくださいました。 

内容の濃い名古屋での一日でした。 

力強く訴える斉藤副団長 

駆けつけてくださった愛知のうたごえの皆さん 

行動提起をする「愛知の会」谷藤建交労書記長 

団結ガンバローで、闘う決意を確認 

労働講座・学習決起集会 


